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２４広報せきかわは、資源保護のため再生紙を使用しています。100

タカネバラ

バラ科の中低木で、本州中部～北部、四国の
剣山などの亜高山帯に分布しています。タカネ
バラとオオタカネバラがありますが、オオタカ
ネバラは葉が大型になり、小葉も２～３対とタ
カネバラより少なめなことで区別がつきます。
開花時に山で出会うと、こんな綺麗な花が高山
に咲いているのかと見とれてしまいます。高嶺
（タカネ）の花という言葉がありますが、手の
届かない岩場に咲いている様子はまさに高嶺の
花で、この言葉はタカネバラを指し
ているのかなと感じてしまいます。
栽培方法 亜高山帯の樹木ですが、
村内での栽培はいたって容易で、地
植えでも良く育ちます。岩場や砂礫
帯に自生していますので、用土は水
はけの良い鹿沼土主体が良いでしょ
う。やや乾燥気味に潅水は少なめで
育てますが、地植えなら自然の雨程
度で充分です。自生地の開花は６～
７月頃ですが、やや低地の村内は４
～５月に開花します。雪がある中で
も開花したことがあり、白い雪にピ
ンクの花がよく似合いました。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲富嶽（ふがく）
雪割草新潟大会の県知事賞を受賞した
銘花です。
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５３

「おかあー」「パパー」と呼ぶわが家の稜央です。カブトムシやセ

ミなど、大好きな昆虫の季節になり、戦闘モード !?に入っているよう

です。畑の野菜を採ってくれるなど、家の手伝いもしてくれます。こ

れからも、友達と仲良く、思いやりのある元気な子でいてね。

●６月16日～７月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年６月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,070世帯（－１）
総 人 口　　6,936 人 （－11）
男 3,341 人 （－７）
女 3,595 人 （－４）

転入 6 人　　転出 11人
出生 1 人　　死亡 7 人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

佐藤　貞二　さん ８２歳 下　関

伊藤　　宏　さん ８３歳 下川口

渡�チヱノ　さん ９７歳 勝　蔵

大� 守　さん ７０歳 下　関

伊藤　　文　さん ７１歳 下　関

山田　ミチ　さん ８６歳 上　関

お誕生おめでとうございます

夢　信
ゆ 　 ら

ちゃん（男） 高　田

須貝　文智・理 恵 さん

翔　磨
し ょ う ま

ちゃん（男） 大　島

傳　　崇宏・紀 子 さん

�８月２９日から、「えちごせきかわ大し
たもん蛇まつり」が行われます。今年は、
全日本写真連盟新潟県本部が主催する写
真コンテストの題材になっているそう
で、３１日の大蛇パレード当日は、大勢
のカメラマンが訪れると思います。広報
担当として、負けないように撮影しよう
と思いますが…。皆さんのご協力をお願
いします。（つ）

▲

（平　田　友　一 さん 大　島

（大　沼）詩　織 さん （上土沢）

（河　内　　　卓 さん 高　瀬

（鶴　巻）有　紀 さん（新潟市秋葉区）

（菅　原　　　学 さん 片　貝

（竹　本）由　紀 さん（新潟市中央区）

す え な が く お 幸 せ に

｛

｛

｛

稜 央
り ょ う

ちゃん（６歳）

須藤　武さん 節子さん（大島）




